
群馬県のマスコット

ぐんまちゃん

駐車場には限りがありますの

で、できるだけ公共交通機関を

ご利用下さるか、お車はできる

だけ乗り合わせてお越し下さい。

平成27年度群馬大学地域貢献シンポジウム

申込方法
メール、FAXまたはハガキで下記の宛先に送付して下さい。

①「平成27年度群馬大学シンポジウム参加希望」と明記

②氏名（フリガナ）③連絡先（ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ、FAX番号、住所等）

平成27年12月18日（金）迄にお申込み下さい

※当日空席があれば、事前申込み無しでも聴講可能です。

※お申込後に、特に参加券等は発行しませんので、当日は

会場まで直接お越し下さい。

参加お申込・お問合せ先

群馬大学大学院保健学研究科保健学研究教育センター地域保健推進室

〒371-8514群馬県前橋市昭和町3-39-22
TEL/FAX 027-220-8904        E-mail etajima@gunma-u.ac.jp 

13:30～開会挨拶   群馬大学地域連携推進室長 和泉 孝志

                            群馬県健康福祉部医療介護局介護高齢課長  吉田 誠

13:50～基調講演

     座長 群馬県地域リハビリテーション支援センター長 山崎 恒夫

「地域を基盤にした生涯にわたる健康づくりとソーシャルキャピタル」

講師 藤内 修二 先生 (大分県福祉保健部参事監兼健康対策課長)

14:50～休憩

15:00～シンポジウム

「保健サポーターのチカラを健康なまちづくりに活かすために」

     座長 佐藤 由美 ・山口 晴保 (群馬大学大学院保健学研究科)

    コメンテーター 藤内 修二 先生

  ①市町村保健サポーター調査結果の報告

    井出 成美 (群馬大学保健学研究科准教授)

  ②行政の立場から：

       介護予防サポーターと協働した介護予防の取り組み

  山田 由里氏  (渋川市高齢福祉課介護予防係課長補佐兼係長)

  ③保健サポーターの立場から：

   保健推進員による地域の健康づくりへの取り組み

    細川 和子氏  (前橋市保健推進員協議会会長)

  ④学生保健サポーター育成の試み

         横山 知行 (群馬大学保健学研究科教授)

16:20～閉会挨拶     群馬大学大学院保健学研究科長 村上 博和

共催                     

群馬大学/群馬県/           
群馬県地域リハビリテーション支援センター

後援                    

前橋市/群馬リハネット/        

読売新聞前橋支局/          

NHK前橋放送局/上毛新聞社/     

群馬テレビ/ＦＭ ＧＵＮＭＡ

日時

会場

プログラム

平成27年12月25日（金）
13:30～16:30（開場13:00）

前橋市総合福祉会館
多目的ホール 2階

（前橋市日吉町2丁目17-10）

地域の健康づくりには、その地域のコミュニティや住民相互のつながり

（ソーシャルキャピタル）が大切です。講師は、厚生労働科研『地域保健

対策におけるソーシャルキャピタルの活用のあり方に関する研究 』の研究

代表者で、地域保健におけるソーシャルキャピタル推進の第一人者です！ 


